












































































み ら れ る
予想図
よ そ う ず
方
ほう
八方
はっぽう
に流星が流れます。この ＊印のあたりを中心に流星が流れる
時間帯では、中心が北東から真北
ま き た
の空にありますので、観察する場合は真北からやや東に
向いて、広く全天を観察するのがよいでしょう。 （布村克志）
（補足 ふたご座流星群）
12月には流星群の中でも最も多い流星が見られる「ふたご座
流星群」がありますが、今年は一番たくさん流れると思われる 流星
13,14日ごろは満月に近い明るい月が 1晩中あるため残念ながら
はっきりとした流星を見るのはむずかしいでしょう。
右の写真はふたご座流星群の流星
しぶんぎ（四分儀）
